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宇宙ゴミの除去を実現する技術の研究に従事し、多くの宇宙
ロボット・⼩型衛星ミッションに参加するとともに、
「IKAROS」や「はやぶさ2」の監視カメラシステムなど様々な
宇宙機器を
開発。
2021年4⽉に発⾜した東京理科⼤学スペースシステム創造研究
センター（SSI）のセンター⻑として、地上技術を宇宙居住に
つなげる研究を推進。 



SSI 宇宙活動が新しい時代へ

有⼈宇宙活動が新しい時代へ
• 低周回軌道から⽉や⽕星へ、有⼈宇宙活動の範囲が拡⼤

• ⺠間の宇宙活動の急速な発展

「JSASS宇宙ビジョン2050」より©JAXA



SSI ⼈類の宇宙進出への課題

NASAが人類が宇宙へ進出していくうえで重要となる共通の課題として 、次の５点を
挙げている。

1. 低重力に対する適応
長期間低重力の状態が続くことによる筋骨格系への影響

2. 孤立
長期間孤立状態が維持されることによる、精神面を含めた影響

3. 閉鎖環境の維持
長期間閉鎖環境を維持し、環境を維持すると同時に、

4. 宇宙放射線
長期間宇宙放射線に被曝することによる影響.
5. 物理的な距離
長期間行き来が難しい環境で生活する事。物資の供給等が難しい
ことから、食料や物資などの生産循環を維持すること。医療なども
全て対応する必要がある。

NASA: The Human Body in Space
中村 泰氏：スペースコロニー合宿資料より



SSI
宇宙で暮らすために必要なことは
きっと地上でも良いこと

食物の生産

環境の維持

健康管理

リサイクル・循環型社会
©JAXA
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SSI スペースシステム創造研究センター
地上⇔宇宙の好循環サイクルの形成により
社会課題解決のための共創の場を構築

１）「宇宙-地上Dual開発によって人類の宇宙進出を加速する」というビジョンの下、
多様な技術・人材を結集する共創の場を形成

２）「宇宙」という完全閉鎖形において必要とされる技術は、地上のサステナブルな発展
と共通性が高く、地上実装により発展に寄与

3）実際に宇宙での実証・実用を実現することによって、「宇宙」での新たなマーケット
を開拓

4）実際の宇宙開発とつながった、「本物」にもとづく、教育の場を実現することで、他
に類を見ない教育機関としてのシステムを確立



SSI ISSにおける光触媒による匂い成分の分解実験

多くの臭気成分を
分解できる光触媒
を開発
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SSI ISSきぼう実験棟での環境計測実験(TEM)

• CO2、温湿度、匂い成分を計測する⼩型⾃⽴分散環境センサを開発
• きぼう実験棟の、WiFiネットワークに接続し軌道上のファイルサーバを介して計測デー
タをダウンリンク可能

• カメラを搭載し、画像による⾃⼰位置同定
により、計測位置を

• 2025年度に⼩型⾃律分散環境センサ
２台を２回打ち上げ、
環境情報の多点計測を⾏う。

• ２０２５年５⽉９⽇・１６⽇
TEM初号機実験に成功
• 現在HTV-X1で、２回⽬実験機器が
ISSに到着︕︕



SSI 宇宙戦略基⾦
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SSI
早稲⽥⼤学を代表機関として、 JAXA・宇宙
戦略基⾦「SX-CRANE」に採択

早稲田大学と共に一般民間人の健康・快適宇宙
空間を実現する宇宙QOL向上を目指した研究を
開始
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